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2022年度 摂南大学 理工学部 建築学科 作品集



� ごあいさつ

平素より摂南大学理工学部建築学科の設計教育にご理解とご協力を賜り、

誠にありがとうございます。

今年度は3年ぶりにキャンパスに賑わいが戻り、新たな1年となりました。

学生諸君は、オンラインを併用した対面授業では事前に動画で学習したり、

演習では教室を出て、寝屋川キャンパスの新校舎建設現場や梅田スカイビルの

見学など、さまざまな形で学習に取り組みました。4年生は、学部での学びを

応用した集大成として、卒業論文、卒業設計に取り組み、1月には「卒業研

究発表審査会」、2月には「第16回卒業研究作品展」を滞りなく終えることが

できました。作品展では、展覧会用にブラッシュアップした卒業研究成果が出

展され、論文・設計の各講評会では学外の建築家、実務家、研究者をお招き

して熱のこもった議論が交わされました。そのすべてが建築学科の貴重な財

産と感じております。ご支援いただきました皆様に厚く御礼申し上げます。

当学科では、計画・環境系と構造・生産系の2つの教育系統を軸に、社会

における実践的課題に対処していく力を培うために、多彩な角度から建築に関

わる知識と技術を習得し、感性をみがくことを目指した研究・教育活動に励ん

でおります。特に設計演習や卒業設計では、複雑化する社会・環境への眼差

しと課題の理解、空間を創造する楽しさを重視し、1年次から4年次まで多様

な課題にチャレンジしています。実社会における建築の社会的役割を踏まえて

多数の現役建築家を講師に迎え、学生と一緒に開かれた議論を行うとともに、

先端の情報を共有する授業環境づくりにも努め、Revitやムービー制作の情

報系科目と連動したデジタルと手描きの双方向による設計教育も進めています。

また、建築系キャリア教育では企画開発、設計（意匠・構造）、施工管理の各

方面で活躍する卒業生をゲストスピーカーに迎え、在学生には大きな刺激にな

りました。なかでもゲストのひとり、若手建築家の斧田裕太氏（+O design、

SDレビュー2021入選）、新森雄大氏（大阪万博会場コンペ・休憩所設計者に

選出）の活躍は、建築学科スタッフ一同の喜びと励みになりました。

本作品集は今年度の学生の作品から優秀作品を選抜し、当学科における設

計教育全体の取り組みをご紹介するものでございます。学科一同、学生・教

員がともに成長する教育環境を目指してこれからも努力してまいります。

今後ともご指導のほどよろしくお願い申し上げます。

 2023年3月

摂南大学 理工学部 建築学科長

大谷由紀子



INDEX 
4年生作品【卒業設計】

山と一体になる……………………………………………………………………………………………西 原 大 翔… ……… 4
伝統工芸との邂逅　その場所の記憶を受け継ぎ、伝統工芸と建築との繋がりを生み出す………浅 野 心 咲… ……… 5
船待つ蔵　−天橋立におけるウォーカブルな空間の提案−…………………………………………井 浪 千 尋… ……… 6
編む　〜地域を繋ぐ架け橋〜……………………………………………………………………………井 上 舞 香… ……… 7
ひと繋ぎの山道　失われた緑地を地域へと開く………………………………………………………桂 　 瑛… ……… 8
無意識への帰結　〜劇場型広場の身体化〜……………………………………………………………黒　田　健太郎… ……… 9
個と全の共創　〜道広場のプロトタイプ〜……………………………………………………………小傳茂　友　貴… …… 10
巡り廻る　〜駅前広場の再編〜…………………………………………………………………………米 田 朱 里… …… 11
建築全体に想像力と遊びを………………………………………………………………………………澤 　 紫 月… …… 12
RURBAN…DESIGN　生産緑地を持続可能にするスキームを築き、未来に遺す… …………………椎 木 椋 太… …… 13
あきん廊　〜豊富な地域資源を発信する道の駅〜……………………………………………………千 﨑 裕 太… …… 14
銭湯物語　〜民衆の小さな楽しみ〜……………………………………………………………………髙 橋 晴 大… …… 15
縦型商店街　〜公と私のグラデーション〜……………………………………………………………中 西 立 龍… …… 16
その場所で学び、経験する　〜子どもの居場所と地域の共存〜……………………………………東　　賢太郎… …… 17
まちを描く建築……………………………………………………………………………………………肥 田 顕 悟… …… 18
CIRCULAR…CITY　〜木で創る近未来の暮らし〜… ……………………………………………………望 月 誠 太… …… 19
鶴橋商店街の再興計画　商店街の新たなかたち………………………………………………………山 本 　 修… …… 20
OCEANVILLE　水位レベル問題を解決する新しい居住地への強靭で多様なグリーン都市… ……ケアヌ　アリャ　タノコ… …… 21

3年生作品【建築設計演習A】
前半課題／「学校の再構築」／地域にひらく小学校…………………………………………………秋　山　彩　夏… …… 22
前半課題／「学校の再構築」／風が生み出す空間……………………………………………………有　本　卓　矢… …… 22
前半課題／「学校の再構築」／「つながる小学校」… ………………………………………………猪　股　渓　登… …… 23
前半課題／「学校の再構築」／居場所となる小学校…………………………………………………大　江　航　輝… …… 23
前半課題／「学校の再構築」／∞の学び………………………………………………………………木ノ下　翔　太… …… 23
前半課題／「学校の再構築」／つながる花びら屋根の小学校………………………………………小　西　一　颯… …… 24
前半課題／「学校の再構築」／〜提案書〜……………………………………………………………野　中　悠　太… …… 24
前半課題／「学校の再構築」／街を作る学校…………………………………………………………宮　添　燎　海… …… 24
後半課題／小学校の設計／集まる小学校………………………………………………………………林　　　さくら… …… 25
後半課題／小学校の設計／まちのテラス………………………………………………………………鞠　山　も　も… …… 25
後半課題／小学校の設計／坂との共生…………………………………………………………………田　村　優　澄… …… 26
後半課題／小学校の設計／愛され小学校………………………………………………………………森　　　華　菜… …… 26
後半課題／小学校の設計／思い出される学校………………………………………………………… ニオ　キャロライン　シンディー… …… 26

3年生作品【建築設計演習B】
第四課題／地域の拠点となる建築／「介護福祉」／ Re：ぶどうの街… …………………………木ノ下　翔　太… …… 27
第四課題／地域の拠点となる建築／「介護福祉」／通り抜けで交流を生む拠点…………………奈　須　智　希… …… 27
第四課題／地域の拠点となる建築／「シンボル性」／NAKAMOZU　Redevelopment…Project……大　森　慧　斗… …… 28
第四課題／地域の拠点となる建築／「シンボル性」／天満橋再開発　〜…登り降りでみえる景色…〜……小　西　一　颯… …… 28
第四課題／地域の拠点となる建築／「文化･芸術」／流　〜…町を育てる拠点…〜… ……………大　江　航　輝… …… 29
第四課題／地域の拠点となる建築／「商圏」／渡る街並み　歩道兼アーケードによる商店街と地域の再興計画……田　村　優　澄… …… 29
第四課題／地域の拠点となる建築／「商圏」／よりみちショップ…………………………………森　　　華　菜… …… 30
第四課題／地域の拠点となる建築／「公共(行政)」／ HINODE　Arcade　−シャッター街化した商店街の新しいカタチ−……多　田　紋　都… …… 30
第四課題／地域の拠点となる建築／「公共(行政)」／ Toyonaka…Mobility…Suburbanism…… ……堀　　　翔　音… …… 31
第四課題／地域の拠点となる建築／「公共(行政)」／「川辺の洞穴　−River…Side…Den−」……宮　添　燎　海… …… 31

2年生作品【建築設計製図A】
第一課題／ SU…Visitor…Center 〜通り抜けできるキャンパス〜／地域にひろがる　Visitor…Center……片　山　美　紘… …… 32
第一課題／ SU…Visitor…Center 〜通り抜けできるキャンパス〜／ THE…ROCK… ……………………田　中　柚　衣… …… 32
第一課題／ SU…Visitor…Center 〜通り抜けできるキャンパス〜／巡り　繞って　廻る　〜昭和、平成、令和のギャップ〜
　　　　　(見てまわる)(周りを取り巻く)(ぐるぐるまわり元へ戻る)… …………………………永　田　美　羽… …… 32
第一課題／ SU…Visitor…Center 〜通り抜けできるキャンパス〜／回遊の間…………………………西　出　侑里香… …… 33
第一課題／ SU…Visitor…Center 〜通り抜けできるキャンパス〜／円いの空間から生まれるもの……船　瀬　　　歩… …… 33
第一課題／ SU…Visitor…Center 〜通り抜けできるキャンパス〜／散歩中の喋り場…………………向　　　千　里… …… 33
第二課題／中之島公園を臨むワークプレイス／階段で繋がるオフィスビル………………………上　島　　　葵… …… 34
第二課題／中之島公園を臨むワークプレイス／溶け込むオフィス…………………………………片　山　美　紘… …… 34
第二課題／中之島公園を臨むワークプレイス／緑のある空間………………………………………仙　田　直　希… …… 34
第二課題／中之島公園を臨むワークプレイス／中之島号……………………………………………田　中　柚　衣… …… 35
第二課題／中之島公園を臨むワークプレイス／斜界ビル……………………………………………土　谷　和　輝… …… 35
第二課題／中之島公園を臨むワークプレイス／繋ぐ…………………………………………………出　麹　美　紀… …… 35



D e s i g n  W o r k s  ' 2 2 / ' 2 3
D e p a r t m e n t  o f  A r c h i t e c t u r e

2年生作品【建築設計製図B】
第一課題／まちの美術館：吹き抜けのある市民のためのアートパーク／ Nakanoshima art square …片　山　美　紘 …… 36
第一課題／まちの美術館：吹き抜けのある市民のためのアートパーク／八面玲瓏 ……………黒　川　莉　子 …… 36
第一課題／まちの美術館：吹き抜けのある市民のためのアートパーク／街路 …………………仙　田　直　希 …… 36
第一課題／まちの美術館：吹き抜けのある市民のためのアートパーク／都市と自然を繋ぐ場所 …西　出　侑里香 …… 37
第一課題／まちの美術館：吹き抜けのある市民のためのアートパーク／見せる背景 …………向　　　千　里 …… 37
第一課題／まちの美術館：吹き抜けのある市民のためのアートパーク／丘の美術館 …………吉　田　美　緒 …… 37
第二課題／コミュニティ・ライブラリー −混在するアクティビティ−／「200」 ……………仙　田　直　希 …… 38
第二課題／コミュニティ・ライブラリー −混在するアクティビティ−／空間を感じる図書館 …橘　　　香　奈 …… 38
第二課題／コミュニティ・ライブラリー −混在するアクティビティ−／屋根で繋がる ……田　中　柚　衣 …… 39
第二課題／コミュニティ・ライブラリー −混在するアクティビティ−／本と、その先にあるもの　−ガラスの図書館− …船　瀬　　　歩 …… 39
第二課題／コミュニティ・ライブラリー −混在するアクティビティ−／マルチな図書館 …宵　田　　　茜 …… 40
第二課題／コミュニティ・ライブラリー −混在するアクティビティ−／マチのかたち ……渡　邊　光　輝 …… 40

1年生作品【建築基礎演習A】
第一課題／鉄筋コンクリート造住宅の図面トレース ………………………………………………岡　田　将　弥 …… 41
第一課題／鉄筋コンクリート造住宅の図面トレース ………………………………………………岡　本　紗奈江 …… 41
第一課題／鉄筋コンクリート造住宅の図面トレース ………………………………………………瀨　戸　虎太朗 …… 41
第一課題／鉄筋コンクリート造住宅の図面トレース ………………………………………………竹　中　幹　人 …… 42
第一課題／鉄筋コンクリート造住宅の図面トレース ………………………………………………森　山　皓　晟 …… 42
第一課題／鉄筋コンクリート造住宅の図面トレース ………………………………………………吉　村　尚　生 …… 42
第二課題／鉄筋コンクリート造住宅の模型の製作 …………………………………………………國　澤　晃　一 …… 43
第二課題／鉄筋コンクリート造住宅の模型の製作 …………………………………………………冨　谷　隼　太 …… 43
第二課題／鉄筋コンクリート造住宅の模型の製作 …………………………………………………福　田　梨　咲 …… 43
第二課題／鉄筋コンクリート造住宅の模型の製作 …………………………………………………吉　村　尚　生 …… 43
第二課題／鉄筋コンクリート造住宅の模型の製作 …………………………………………………吉　村　真　緒 …… 43
第三課題／すわるカタチ ………………………………………………………………………………浦　崎　　　結 …… 44
第三課題／すわるカタチ ………………………………………………………………………………瀨　戸　虎太朗 …… 44
第三課題／すわるカタチ ………………………………………………………………………………姜　　　和　志 …… 44
第三課題／すわるカタチ ………………………………………………………………………………樽　井　智　哉 …… 44
第三課題／すわるカタチ ………………………………………………………………………………中　村　美　結 …… 44
第三課題／すわるカタチ ………………………………………………………………………………西　村　　　凜 …… 44
第三課題／すわるカタチ ………………………………………………………………………………原　　　そよ風 …… 44
第三課題／すわるカタチ ………………………………………………………………………………田　淵　丈　翔 …… 44
第三課題／すわるカタチ ………………………………………………………………………………山　下　真　緒 …… 44

1年生作品【建築基礎演習B】
第一課題／キャンパス内の休憩所／「ホームナーム」 ……………………………………………石　原　稜　太 …… 45
第一課題／キャンパス内の休憩所／不自然な森 ……………………………………………………岡　　　泰　平 …… 45
第一課題／キャンパス内の休憩所／木漏れ日のある休憩所 ………………………………………佐　藤　帆　純 …… 45
第一課題／キャンパス内の休憩所／ Sitting lounge ………………………………………………田　原　成一郎 …… 46
第一課題／キャンパス内の休憩所／「Tree」 ………………………………………………………宮　下　　　巧 …… 46
第一課題／キャンパス内の休憩所／ Respiration …………………………………………………吉　村　真　緒 …… 46
第二課題／みんなで○○をするいえ／「みんなで保護犬と暮らす家」 …………………………井　口　皓　帆 …… 47
第二課題／みんなで○○をするいえ／ theme:escape　現実を少し忘れて遊べるいえ ………浦　崎　　　結 …… 47
第二課題／みんなで○○をするいえ／皆で助け合う開放的な家 …………………………………児　玉　武　士 …… 47
第二課題／みんなで○○をするいえ／みんなで音楽を楽しむ家 …………………………………中　郷　陽　咲 …… 48
第二課題／みんなで○○をするいえ／食の家 ………………………………………………………吉　村　尚　生 …… 48
第二課題／みんなで○○をするいえ／ AQUA-HOUSE ……………………………………………グエン　ミン　タン …… 48

学外活動／卒業研究作品展
豊里町 Renovation Project ／建築学科卒業研究作品展 16 …………………………………………………………………… 49

■ 2022 年度卒業研究題目一覧 ……………………………………………………………………………………………………………… 50
■ 2022 年度摂南大学　建築学科スタッフ ………………………………………………………………………………………………… 52



4 Depar tment of Architecture ' 22/' 23年生4

ハシカケノ滝

卒業設計

山と一体になる
西原　大翔
大阪府と和歌山県の県境にある和泉葛城山は、豊かな自然環境を残す都市近郊の高山で、多くの人々が訪れるが、施設整備があまり

されていない。かつて、人間の手によりかすかに整備された登山道や建築は、壮大な自然の中で、もはやその意味を失っているよう

に感じられる。本研究では、和泉葛城山の山頂に休憩所と宿泊施設を設計及び登山道を整備し、山と一体になる建築の姿を提案する。
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伝統技術の衰退現象における歴史・文化的背景や原因について研究し、現代の社会構造に適する維持可能な伝統工芸のあり方を計画

することを目的として、伝統工芸の発展と伴う建築の形態や作り方の共通思考を生み出す。また、国内外からの人々が出会い、その

場所での交流が生じるための建築計画やランドスケープを重視して、古き良き日本の伝統的な文化を世界注目されることを目指する。

卒業設計

伝統工芸との邂逅　その場所の記憶を受け継ぎ、伝統工芸と建築との繋がりを生み出す
浅野　心咲

日本建築家協会 近畿支部「学生卒業設計コンクール」学科代表作品
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通し柱
白壁

白塀（人を中に誘導する）

切妻屋根（山と呼応する）

中間領域（土間）

（例）船着場

風が通り抜ける

船着場

展望塔

コミュニティ棟

断面図　S=1/125

卒業設計

船待つ蔵　−天橋立におけるウォーカブルな空間の提案−
井浪　千尋
京都府宮津市は、日本三景・天橋立で知られ、多くの観光客で賑わう。しかし、近年人口減少や空き家の増加などの社会問題に

よって地域の活力が低下している。そこで、本計画では宮津市に蓄えてきた魅力的な資源や要素から手掛かりを得て、船着場兼

コミュニティ施設を提案する。そして、天橋立に隣接する廃れた敷地をウォーカブルな空間にする提案をする。



7Setsunan Universi ty 年生4

“近隣との関係を断ち、隣の住民すらも知らない”この現状に疑問を抱く。“近隣の人々と挨拶をかわし、かかわり合いを持つ”そん

な日常が豊かさではないかと私は考える。千里ニュータウンの中心に残る2つの近隣センター。街の中心地であるこれらの場所に消

えゆく街の姿を映し出し、継承していく。豊かな街とはどんな街であるか、千里ニュータウンという街の在り方について考える。

卒業設計

編む　～地域を繋ぐ架け橋～
井上　舞香

日本建築家協会 近畿支部「学生卒業設計コンクール」学科代表作品
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卒業設計

ひと繋ぎの山道　失われた緑地を地域へと開く
桂　瑛
これまで都会から外れるケースが多かった介護施設を都会の真ん中に自然と共に設計することにより、人々が自然と交流できる空間

にする。また林業や農業が盛んな敷地ならではの交流が生まれるよう、特産物などを積極的に取り入れ、自分の街の良さを皆で再確

認できる建築としていく。後の時代にも用途を転じていける、これからの介護施設のあり方の一案としてこの卒業設計で示していく。
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建築空間において無意識的なものは利用者にとって最良な状態と考えられる。しかし、集いの広場には意図した広場機能とは異な

る階段機能のみが無意識化し、劇場型広場という特徴的な形態を残した不自然な空間となっている。本研究では、集いの広場に混

在する機能を区分けし、人の体に馴染むように身体化させることで、再び無意識へと帰結する広場の在り方を提案する。

卒業設計

無意識への帰結　〜劇場型広場の身体化〜
黒田　健太郎
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卒業設計

個と全の共創　〜道広場のプロトタイプ〜
小傳茂　友貴
日本は歴史や文化によって広場の利用の定着が難しい。現状1人での利用がし難く、長期滞在を促す共通点としては行為を誘発する道

具が必要である。そこで明治以前に広場の代わりを担っていた道に広場の提案を行う。御堂筋の歩行者空間化に乗じ、大阪市が「全」、

本研究が「個」に対しての広場へのアプローチを提案し、「個」に対する広場のプロトタイプとして日本独自の広場形成へ繋げる。
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年々、地域の繋がりは薄れていき、隣人の名前すら知らないという環境が増えてきている。また、駅前空間は地域の人が集まりやす

い立地にも関わらず滞在せず通り過ぎてしまう事がほとんど。今回、本計画の課題点として地域コミュニティの希薄化と駅前空間の

簡素化に着目した。地域の人々が気軽に集まることが出来る広場を駅前空間に提案する。

卒業設計

巡り廻る　〜駅前広場の再編〜
米田　朱里
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卒業設計

建築全体に想像力と遊びを
澤　紫月
現代社会で求められる自ら取り組む課題解決力を向上させるため、本研究では「ゲーム」を主題とし、建築空間の構成を提案する。

ゲームに必要な考え方やオブジェクトを分析し、それをもとに様々な見方や考え方が不可欠となる脱出ゲームを取り入れ、この空間と

オフィスや商業を組み合わせていく。エスキース段階から3Dで計画するために、操作性が高いゲーム「マインクラフト」を利用する。
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2022年問題をご存じだろうか。これは生産緑地法が制定されてから30年後の2022年に生産緑地の営農義務がなくなり宅地化され

るという問題である。生産緑地とは、環境機能と多目的保留地機能を有するもので行政から指定を受けた市街化区域内の農地であ

る。この生産緑地を今の制度に新しい制度を加えることて、2022年問題によって懸念されている宅地化や農家の問題を解決する。

卒業設計

RURBAN DESIGN　生産緑地を持続可能にするスキームを築き、未来に遺す
椎木　椋太
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卒業設計

あきん廊　～豊富な地域資源を発信する道の駅～
千﨑　裕太
近年、さまざまな地域創生が注目されており建築的分野において「田舎」である地域の活性化を促進する例として「道の駅」が挙げら

れる。そこで地域資源が豊富に存在する高知県安芸市に、観光客だけではなく地域の人々にとっても憩いの場となる空間を計画する。

山と川に挟まれた自然豊かな土地を活かした建築提案と人々の交流を盛んにする用途提案で活性化を促進する道の駅を誕生させる。
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かつて銭湯は地域の憩いの場や社交の場として民衆の小さな楽しみとなっていた。しかしそういった地域の銭湯はお風呂の普及に

より減少の一途をたどっている。そこで本計画では銭湯とコワーキングスペースを併設した新たな温浴施設を提案し、かつての銭

湯の風景を蘇らせ、地域の人の小さな楽しみとなる建築を生み出す。

卒業設計

銭湯物語　～民衆の小さな楽しみ～
髙橋　晴大
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卒業設計

縦型商店街　〜公と私のグラデーション〜
中西　立龍
茨木心斎橋商店街は、昭和30年からなる茨木市最古の商店街だ。しかし、現在はシャッター街となり、一部マンションに立て替え

られている。この地域資源を守るために、線的広場の商店街を平面的、立体的に変換する。住民の「私」と地域民の「公」をグラ

デーション的に配置し、多くの人が足を運びやすくするアビリティを取り入れることで、かつての賑わいを取り戻す。
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S=1：5000

ビニールハウス
田畑

住宅街

広場空間

観光施設

対象敷地

対象敷地

A’

B

C

C’

D’

B’

A

D

銭湯

アートスペース
八百屋

トランポリン施設

ボルダリング施設

図書館

食堂

ポップアップスペース

パン屋

駐車場側

グランピング・カフェ側

現代の子どもたちは騒音問題や危険性が揶揄されたりなど、昔ほど公園で走り回ったり、遊具で楽しんでいる姿があまり見受けられな

くなった。これは、大人が関与して子どもたちの居場所を作ってあげずに、子どもの可能性を狭めていると感じている。そこで遊び場

だけを提案するのではなく、子どもと大人の交流の場を設けるため、地域の特産品に着目し、子どもの居場所と地域の共存を目指す。

卒業設計

その場所で学び、経験する　〜子どもの居場所と地域の共存〜
東　賢太郎
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卒業設計

まちを描く建築
肥田　顕悟
地域によってそこに建つ建築は変わるはずである。では、地域性を持つ建築とは一体どのような建築だろうか。本研究では、その

まちに落ちているモノ、地域の地形など、そこに住む地域住民にとって生活の一部となっているモノを“普段目を向けられないモ

ノ”とし、それらをヒントに建築をデザインし、真の地域性を有す建築の提案を試みる。
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森林王国日本において今一度、建築素材、エネルギー素材として木材に注目してみる。和歌山県有田市にある石油精製工場「ENEOS 和

歌山製油所」は2023年10月をもって機能停止することが発表された。それにより、街の雇用や跡地活用など大きな問題を抱えている。

この課題に対し、循環型社会に向けた取り組みとともに、既存タンクを活用した複合型集合住宅を設計し、近未来の暮らしを提案する。

卒業設計

CIRCULAR CITY　～木で創る近未来の暮らし～
望月　誠太

日本建築学会「全国大学･高専卒業設計展示会」学科代表作品
日本建築学会 近畿支部「学生卒業設計コンクール」学科代表作品
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卒業設計

鶴橋商店街の再興計画　−商店街の新たなかたち−
山本　修
計画敷地である鶴橋商店街は戦後の闇市をルーツとしており、非日常的で混沌とした風景に足を運びたくなる人も多く、その場所性

のようなものがここで店舗を営む人たちにとってのアイデンティティにもなっている。しかし、それと同時に老朽化と都市化の波が

迫っている鶴橋商店街において、商店街の特別な場所性を踏襲しながら、今後も存続できるための新たな商店街のかたちを提案する。
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本研究では世界に起きている水位レベルの上昇という環境問題をきっかけとして水位レベルに関係なく、住み続く可能な建築として水上都市のモデ

ルを提案する。水上都市ではただの人間の新しい居住地ではなく、人間同士との関係を深くし、地域の新しい雇用機会を作り、グリーンでサステナ

ブルな都市を作るという社会や環境問題を解決できることが目標である。

卒業設計

OCEANVILLE　水位レベル問題を解決する新しい居住地への強靭で多様なグリーン都市
ケアヌ　アリャ　タノコ

近代建築社編「卒業制作2023」掲載作品
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建築設計演習A　前半課題：「学校の再構築」
いま「教育」には大きな変化が起きている。だが、その方向は一様ではないはずである。本課題では、自身が通っていた学校

の記憶・かつて行われた数々の取り組み・そのために用意された空間・この地域にある風景など、環境行動学的なワークに取

り組み、グループで分析しながら、これから目指すべき学校像を示す。

「地域にひらく小学校」　秋山　彩夏

「風が生み出す空間」　有本　卓矢
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「つながる小学校」　猪股　渓登

「居場所となる小学校」　大江　航輝

「∞の学び」　木ノ下　翔太
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「つながる花びら屋根の小学校」　小西　一颯

「～提案書～」　野中　悠太

「街を作る学校」　宮添　燎海
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前半課題にてグループごとに示した学校像を実現する学校を個人で計画する。敷地は枚方市の高台に位置し、20m以上の高低

差を有する。生徒数は一学年あたり60名程度を想定し、特別教室型とする。その他（例えば、クラス数や階数）は自身で設

定する。分析から導き出したイメージを建築（実態）として提案する。

建築設計演習A　後半課題：小学校の設計

「集まる小学校」　林　さくら

「まちのテラス」　鞠山　もも
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「坂との共生」　田村　優澄

「愛され小学校」　森　華菜

「思い出される学校」　ニオ キャロライン シンディー
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スタジオテーマに沿った建築を考える上で適切と思われる街を対象にリサーチし敷地を選定。リサーチした結果をもとにその

場所に必要と思われるプログラムを考え建築を設計する。卒業設計の前哨戦とも言える３年生最後の課題。

建築設計演習B　第四課題：地域の拠点となる建築

魚谷スタジオ：「介護福祉」

「Re：ぶどうの街」　木ノ下　翔太

「通り抜けで交流を生む拠点」　奈須　智希
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小野スタジオ:「シンボル性」

「NAKAMOZU　Redevelopment Project」　大森　慧斗

「天満橋再開発　〜登り降りでみえる景色〜」　小西　一颯
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岸下スタジオ:「文化･芸術」

武田スタジオ:「商圏」

「渡る街並み　歩道兼アーケードによる商店街と地域の再興計画」　田村　優澄

「流　〜町を育てる拠点〜」　大江　航輝
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水上スタジオ:「公共（行政）」

「よりみちショップ」　森　華菜

「HINODE Arcade　ーシャッター街化した商店街の新しいカタチー」　多田　紋都
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「川辺の洞穴　ー River Side Den ー」　宮添　燎海

「Toyonaka Mobility Suburbanism」　堀　翔音
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摂南大学は寝屋川キャンパス拡張に伴いCampus Open計画を進めている。本課題では、その一環として、バス停、店舗が隣接

する敷地に地域に開かれた摂南大学ビジターセンターを計画し、学内関係者ならびに地域住民にとってコモンとなる施設と屋

外広場を考える。

建築設計製図Ａ　第一課題：SU Visitor Center ～通り抜けできるキャンパス～

「地域にひろがる　Visitor Center」　片山　美紘

「THE ROCK」　田中　柚衣

「巡り　繞って　廻る　～昭和、平成、令和のギャップ～（見てまわる）（周りを取り巻く）（ぐるぐるまわり元へ戻る）」　永田　美羽
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「回遊の間」　西出　侑里香

「円いの空間から生まれるもの」　船瀬　歩

「散歩中の喋り場」　向　千里
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働き方改革やリモートワークが広がり、働く空間=ワークプレイスは、従来のオフィスとは違う新しい形が生まれている。コ

ロナ禍を経験したいま、ワークプレイスには、オンライン／対面のコミュニケーションをとりながら、気持ちよく働く空間が

求められている。本課題は大阪の都心を流れる大川沿いに、デザイン事務所のワークプレイスを計画する。

建築設計製図Ａ　第二課題：中之島公園を臨むワークプレイス

「階段で繋がるオフィスビル」　上島　葵

「溶け込むオフィス」　片山　美紘

「緑のある空間」　仙田　直希
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「中之島号」　田中　柚衣

「斜界ビル」　土谷　和輝

「繋ぐ」　出麹　美紀
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特徴的な常設展示品を選びそれにふさわしい展示空間と、加えてイベントを行う企画展示室、および市民のワークショップや

作品発表等を行う場を設え、市民が気楽に身近にアートや美術に触れ合い楽しめる「美術館と広場」を提案する。計画敷地は

大阪市北区中之島で、大阪中央公会堂や大阪市立東洋陶磁美術館など個性のある建物が隣接する。

建築設計製図Ｂ　第一課題：まちの美術館:吹き抜けのある市民のためのアートパーク

「Nakanoshima art square」　片山　美紘

「八
は ち

面
め ん

玲
れ い

瓏
ろ う

」　黒川　莉子

「街路」　仙田　直希
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「都市と自然を繋ぐ場所」　西出　侑里香

「見せる背景」　向　千里

「丘の美術館」　吉田　美緒
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地域で暮らす人びとの多様なアクティビティを支える「ひらかれた公共施設」としての図書館はどのような建築だろうか。本

課題では、京阪寝屋川市駅駅前にある寝屋川市立中央図書館および寝屋川市立駅前図書館が移転、新築されると仮定し、駅前

という立地にふさわしい「コミュニティ・ライブラリー」を計画する。

建築設計製図Ｂ　第二課題：コミュニティ・ライブラリー　―混在するアクティビティ―

「空間を感じる図書館」　橘　香奈

「200」　仙田　直希
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「本と、その先にあるもの　ーガラスの図書館ー」　船瀬　歩

「屋
ル ー フ

根で繋がる」　田中　柚衣
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「マチのかたち」　渡邊　光輝

「マルチな図書館」　宵田　茜
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大学に入り一番最初の設計演習課題。図面表現の基本となる平面図、立面図、断面図を学ぶため、テキストにある鉄筋コンクリート造

の住宅の図面をトレースする。製図台の使い方、シャープペンシルの種類、定規やその他の道具の使い方から、縮尺、線の太さや濃さ

による表現の違い、寸法や文字の書き方などあらゆることを一気に伝えることになる。ここでしっかりと基本を身につけて欲しい。

建築基礎演習A　第一課題：鉄筋コンクリート造住宅の図面トレース

岡田　将弥

岡本　紗奈江

瀨戸　虎太朗
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竹中　幹人

森山　皓晟

吉村　尚生
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第1課題でトレースした住宅の模型を制作する。トレースすることで頭に入った図面を、今度は立体化することで空間として

把握することを学ぶ。それと同時に、模型道具の種類や使い方、模型材料、接着剤などを知り、模型製作の基本的なスキルを

伝えている。

建築基礎演習A　第二課題：鉄筋コンクリート造住宅の模型の製作

國澤　晃一 冨谷　隼太

福田　梨咲

吉村　尚生 吉村　真緒
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ダンボールを素材としたすわるカタチを制作する。単に面白いカタチを目指すのではなく、

その空間や状況に映えるカタチ、体重を支える構造、素材と加工技術、すわり心地など、

多くのことを考えてデザインする。身近で安価な「ダンボール」という素材の特性を活か

して実寸制作することにより、デザインするとはどういうことかを体験的に理解する。

建築基礎演習A　第三課題：すわるカタチ

浦崎　結

樽井　智哉

原　そよ風

姜　和志

中村　美結

田淵　丈翔

瀨戸　虎太朗

西村　凜

山下　真緒
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摂南大学は新学部開設に向け、寝屋川キャンパス内の建て替え、外部空間などの空間設備を進めている。

本課題では、現3号館の解体に伴い、中庭(芝生広場)と連続する8号館前にパブリックなトイレと休憩施設を計画する。キャ

ンパス内の屋外空間利用者にとって利便性の高い場所を考える。

建築基礎演習Ｂ　第一課題：キャンパス内の休憩所

「ホームナーム」　石原　稜太

「木漏れ日のある休憩所」　佐藤　帆純

「不自然な森」　岡　泰平
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「Sitting lounge」　田原　成一郎

「Tree」　宮下　巧

「Respiration」　吉村　真緒
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伝統的住宅の名残りを感じる地区に、新たな住人のためのいえを計画する。敷地周辺の川、緑地、桜並木、伝統的な門塀など

既存の資源を大切にし、角地に建ついえがまちに優しく、新しい住人が豊かな暮らしを実現できるいえを考えてほしい．なお、

住人は必ずしも家族でなくてもよい。

建築基礎演習Ｂ　第二課題：みんなで○○をするいえ

「みんなで保護犬と暮らす家」　井口　皓帆

「theme:escape　現実を少し忘れて遊べるいえ」　浦崎　結

「皆で助け合う開放的な家」　児玉　武士
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「みんなで音楽を楽しむ家」　中郷　陽咲

「AQUA-HOUSE」　グエン　ミン　タン

「食の家」　吉村　尚生
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50 2022年度　卒業研究題目一覧

卒業論文  

1	 石 本 快 里	 堺市総合防災センターの活用方法に関する考察　～全国の防災センター調査を基に～

2	 坪 井 寛 太	 地震による建築設備被害事例の分析

3	 土 居 航 大	 全国のジオパークを対象としたジオサイトの分類

4	 福 永 拓 海	 大地震発生後における自転車を活用した緊急出勤ルートの検討

5	 山 田 翔 太	 摂南大学寝屋川キャンパスの避難時における階段利用に関する考察

6	 梶 原 一 心	 若年世代の賃貸住宅に対するニーズ分析

7	 川　見　蓮次郎	 摂南大学寝屋川キャンパスにおけるコモンスペースの空間的特徴と利用に関する調査研究

8	 二 宮 剛 己	 大衆演劇場の設置と劇場空間に関する研究　～大阪府下の大衆演劇場を対象として～

9	 平 田 伊 織	 高経年UR団地における若年層転入促進に関する研究

10	 向　坂　歩乃佳	 大阪府における放課後等デイサービスの設置と施設空間に関する研究

11	 井 坂 考 泰	 海浜公園におけるごみの投棄行動の環境要因と改善誘発デザインの提案

12	 金 丸 綺 竜	 建築物ファサードに用いられるガラスのデザインと構法

13	 川 上 裕 基	 大阪市における総合設計制度許可建築物の特徴と周辺配慮に関する研究

14	 前 田 幸 十	 DIY普及に寄与するホームセンターのユーザー支援の在り方について

15	 山 口 大 翔	 立地の特徴から見たAirbnbとホテルの違い　―周辺環境との関係に着目して―

16	 地 蔵 翔 太	 BYODを前提とした大学キャンパス学習環境の提案

17	 森 藤 　 優	 図書館における書架の配置と運営実態

18	 入 江 統 真	 エネルギー評価による静的解析と動的解析との対応に関する研究

19	 大 矢 愛 佳	 水平力が作用する大屋根の支持構造が及ぼす影響についての考察

20	 古 閑 優 斗	 ベタ基礎の解析手法の違いが基礎梁応力に及ぼす影響に関する研究

21	 鈴 木 馨 斗	 超高層RC造免震構造建物における耐震壁の効果に関する研究

22	 中 村 嘉 伸	 二方向曲げを受ける柱部材の耐力および損傷に関する解析的検討　―軸力0の場合―

23	 堀 口 翔 弥	 各階の偏心率が異なる場合の性状に関する研究

24	 吉 田 悠 史	 近年の超高層建物の構造特性データに関する考察

25	 杉 浦 瑞 紀	 古着を断熱材として用いた時の断熱性能の向上に関する研究

26	 中 田 伸 哉	 アンケート調査による暑がり・寒がりの体質と住環境履歴の関係性を把握する研究

27	 森 山 大 也	 緑のカーテンによる遮熱効果が総合体育館の室内環境に及ぼす研究

28	 久木野　勇　樹	 耐震スリットに残存部を有する腰壁付きRC柱の構造性能に関する実験的研究　その1	接合部断面を変数とした場合

29	 浮 田 俊 也	 耐震スリットに残存部を有する腰壁付きRC柱の構造性能に関する実験的研究　その2	柱幅を変数とした場合

30	 梅 田 崇 弘	 ビニロン繊維を混入させた壁板の耐力と変形性能による実験的研究

31	 運 天 　 倭	 ビニロン繊維を混入した鉄筋とコンクリートの付着性能に関する実験的研究

32	 大 島 康 佑	 丸鋼を用いたX形配筋短スパン梁の曲げ降伏後の変形性能に関する実験的研究

33	 重 定 克 典	 鋼材を用いてせん断補強した短スパン梁のせん断耐力に関する実験的研究

34	 平 野 　 歩	 分割PCa壁板の曲げ耐力に関する実験的研究　その1	縦横比を変数とした場合

35	 寺 井 彰 仁	 分割PCa壁板の曲げ耐力に関する実験的研究　その2	コンクリート強度およびすべりの有無を変数とした場合
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卒業設計   

1	 井 浪 千 尋	 船待つ蔵　―天橋立におけるウォーカブルな空間の提案―

2	 千 﨑 裕 太	 あきん廊　〜豊富な地域資源を発信する道の駅〜

3	 速　水　いお梨	 京都・祇園　商業施設建替計画

4	 井 上 舞 香	 編む　〜地域を繋ぐ架け橋〜

5	 榎 本 来 真	 音楽が誘う非日常空間　〜街と繋がるライブハウス〜

6	 黒　田　健太郎	 無意識への帰結　〜劇場型広場の身体化〜

7	 小傳茂　友　貴	 個と全の共創　〜道広場のプロトタイプ〜

8	 米 田 朱 里	 巡り廻る　〜駅前広場の再編〜

9	 佐 藤 快 斗	 ウラをつなぐ路地建築　〜櫓より見渡す祇園庭園〜

10	 中 西 立 龍	 縦型商店街　〜公と私のグラデーション〜

11	 東　　　賢太郎	 その場所で学び、経験する　〜子どもの居場所と地域の共存〜

12	 近 藤 和 真	 第2のLEGO社をつくる　〜創造を生む空間〜

13	 澤 　 紫 月	 建築全体に想像力と遊びを

14	 照 井 沙 妃	 USJの裏に彩りを

15	 西 原 大 翔	 山と一体になる

16	 髙 橋 晴 大	 銭湯物語　〜民衆の小さな楽しみ〜

17	 肥 田 顕 悟	 まちを描く建築

18	 増 田 　 翔	 自然との架け橋

19	 湊 　 綾 香	 淀川流域における散歩空間の計画

20	 望 月 誠 太	 CIRCULAR	CITY　〜木で創る近未来の暮らし〜

21	 浅 野 心 咲	 伝統工芸との邂逅　その場所の記憶を受け継ぎ、伝統工芸と建築との繋がりを生み出す

22	 桂 　 　 瑛	 ひと繋ぎの山道　失われた緑地を地域へと開く

23	 木 田 歩 夢	 つながりのシェアハウス　大学生の新しい出会いのきっかけの場

24	 椎 木 椋 太	 RURBAN	DESIGN　生産緑地を持続可能にするスキームを築き、未来に遺す

25	 山 本 　 修	 鶴橋商店街の再興計画　―商店街の新たなかたち―

26	 ケアヌ　アリャ　タノコ	 OCEANVILLE		水位レベル問題を解決する新しい居住地への強靭で多様なグリーン都市

27	 尾 松 優 保	 暮らしの環境ポテンシャル

28	 辻 　 隼 斗	 伊丹空港周辺を「カフェ・ミュージック・広場」でより賑やかに
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■ 2022 年度 設計演習・造形演習課題一覧
1年生（前期）建築基礎演習A 第 1 課題： 鉄筋コンクリート造住宅の図面トレース

第 2 課題： 鉄筋コンクリート造住宅の模型の製作
第 3 課題： すわるカタチ

1年生（後期）建築基礎演習B 第 1 課題： キャンパス内の休憩所
第 2 課題： みんなで○○をするいえ

2年生（前期）建築設計製図A 第 1 課題： SU Visitor Center ～通り抜けできるキャンパス～
第 2 課題： 中之島公園を臨むワークプレイス

2年生（後期）建築設計製図B 第 1 課題： まちの美術館：吹き抜けのある市民のためのアートパーク
第 2 課題： コミュニティ・ライブラリー　―混在するアクティビティ―

3年生（前期）建築設計演習A 　「学校の再構築」
前半課題：グループ課題　課題前提条件をまとめ、目指すべき学校像を導き出す
後半課題：個人課題　小学校の設計

3年生（後期）建築設計演習B 第 4 課題： 地域の拠点となる建築
魚谷スタジオ： 「介護福祉」
小野スタジオ： 「シンボル性」
岸下スタジオ： 「文化 ･ 芸術」
武田スタジオ： 「商圏」
水上スタジオ： 「公共（行政）」
白須スタジオ： 「交通」

4年生（通年）卒 業 設 計

	 	           

■ 2022 年度 摂南大学 建築学科スタッフ
専　　任 設計演習担当非常勤講師

教　授 池　内　淳　子 池　 田　 久　 司 （建築基礎演習 A）

西　村　勝　尚 （建築設計製図 B） 斉　 藤　 智　 士 （建築基礎演習 A）

大　谷　由紀子 （建築基礎演習 A・B　建築設計製図 A　建築設計演習 B） 佐　 藤　 伸　 也 （建築基礎演習 A　建築設計製図 B）

加　嶋　章　博 （建築基礎演習 A・B　建築設計製図 A・B） 武　 田　 憲　 人 （建築基礎演習 A　建築設計演習 B）

＊ 木　多　彩　子 （建築基礎演習 A・B　建築設計製図 A・B） 稲　 田　 真　 善 （建築基礎演習 A）

宮　本　征　一 丹　 羽　 洋　 文 （建築基礎演習 A）

柳　 沢　　　 学 駒　 井　 陽　 次 （建築基礎演習 B）

准教授 小　林　健　治 （建築基礎演習 B　建築設計製図 A・B　建築設計演習 A） 小　 松　 一　 平 （建築基礎演習 B）

講　師 ＊ 白　須　寛　規 （建築基礎演習 A　建築設計製図 B　建築設計演習 A・B） 杉　 山　 圭　 一 （建築基礎演習 B）

高　 木　 章　 寛 （建築基礎演習 B）

門　 間　 香 奈 子 （建築基礎演習 B）

建築学科共通準備室 中　尾　千紗子 山　 根　 健 太 郎 （建築基礎演習 B）

伊　藤　朋　子 京　　　 智　 健 （建築設計製図 A）

長　﨑　麻　子 戸　 田　　　 聡 （建築設計製図 A）

＊ 真　木　美穂子 中　 西　 ひ ろ む （建築設計製図 A）

古　 川　 晋　 也 （建築設計製図 A）

前　 田　 祐　 希 （建築設計製図 A）

太　 田　　　 翔 （建築設計製図 A）

西　 井　 洋　 介 （建築設計製図 B）

藤　 田　　　 慶 （建築設計製図 B）

堀　　　 賢　 太 （建築設計製図 B）

好　 川　　　 拓 （建築設計製図 B）

貴　 志　 泰　 正 （建築設計製図 B）

井　 上　 久　 実 （建築設計演習 A）

吉　 永　 規　 夫 （建築設計演習 A）

水　 上　 和　 哉 （建築設計演習 A　建築設計演習 B）

矢　 田　 朝　 士 （建築設計演習 A）

山　 口　 尚　 之 （建築設計演習 A）

魚　 谷　 剛　 紀 （建築設計演習 B）

小　 野　 龍　 人 （建築設計演習 B）

岸　 下　 真　 理 （建築設計演習 B）

 *　作品集編集担当
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